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つ な ん じ か ん

マンモス、現る。

　実際にマンモスの歯が「穴藤」地内で見つかっている津南町。

　「子どもたちをマンモスの背中に乗せて、その高さの景色や、大昔にこんな

大きなものがノソノソと動いていたことを教えてあげたい」と意気込み制作

をしているのは、外丸集落を中心に地域づくりを行っている集団「八本杉」

のみなさん。

　旧外丸小学校のグラウンドに姿を現した巨大なマンモスは近くで拾った

杉っ葉で作られていて、この暑さで徐々に枯れて緑から茶色に。

　本物のマンモスのように仕上がっていて迫力があります。

　背中に乗れるようになっていて、ちょうど大地の芸術祭の時期にあわせて

制作されています。

　作品鑑賞など、近くをお立ち寄りの際は、ぜひご覧ください。

※とても丁寧に、作り込まれていますが、大地の芸術祭の作品ではないようです。
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特 
集
Topic

芸
術
っ
て
の
は

ま
だ
よ
く
わ
か
ら
ね
ー
ど
も

い
ろ
ん
な
人
が
集
ま
っ
て

み
ん
な
で
作
る
ん
だ
っ
つ
ぉ

ほ
れ
っ
、
や
っ
て
み
ね
か
い

大地の芸術祭期間　7 月 26 日㈰〜９月 13 日㈰
三年に一度の芸術祭を楽しみにしている人がいる。「若い人は何と

も考えないけど、私らみたいな年寄りは今度はどんな作品があるか、

なんとか次の芸術祭まで生きよう、がんばろうと思いますよ」と笑

いながら話すのは今回初めて作品づくりにも参加した板場キヨさ

ん。過去に 2 回ほど作品まわりをし「町外・県外からもいろいろな

人が来ていますね、地域の元気につながって、私たちも癒されます」

と話す。トヤ沢の作品はまさに住民と作家の協働。参加した住民の

発案でポールに三箇地区の各戸の屋号を付けてみてはと、作者の磯

部さんに許可を取り、会期を前に木札を取り付けました。
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5 広報 平成27年７月号

地
域
が
参
加
す
る
作
品
づ
く
り

　

２
０
０
０
年
に
始
ま
っ
た
大
地
の
芸
術
祭
も
、

今
回
で
６
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

準
備
・
構
想
か
ら
含
め
る
と
約
20
年
。

　

回
を
追
う
事
に
、
よ
り
前
衛
的
に
、
そ
し
て
、

よ
り
分
散
し
た
か
た
ち
で
作
品
が
ち
り
ば
め
ら

れ
、
前
回
ま
で
に
作
ら
れ
、
今
も
あ
る
作
品
は
、

２
０
０
点
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　

今
回
は
今
ま
で
作
品
の
無
か
っ
た
三
箇
地
区

に
も
、
巨
大
な
ア
ー
ト
作
品
が
制
作
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
地
区
は
、
４
年
前
の
長
野
県
北
部
地

震
で
大
規
模
な
土
砂
崩
れ
が
あ
っ
た
「
ト
ヤ

沢
」
が
あ
り
、
辰
ノ
口
と
松
之
山
間
の
国
道

３
５
３
号
線
を
越
え
て
、
土
砂
が
襲
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
こ
の
土
砂
崩
れ
の
後
を
、
黄
色
い

ポ
ー
ル
で
表
現
し
た
作
品
が
、
磯
辺
行
久
さ
ん

の
新
作
〈
土
石
流
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
〉
で
す
。

　

６
月
か
ら
始
ま
っ
た
設
置
作
業
に
は
、
辰
ノ

口
だ
け
で
な
く
、
鹿
渡
や
鹿
渡
新
田
な
ど
三
箇

地
区
全
体
か
ら
１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

地
域
の
人
も
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
集
ま
っ
た
そ

う
で
す
。

最先端の技術で建造されたセル式の砂防ダム

作品作りをとおして地域や作家と交流を深める

ポールは長野県北部地震で流出した土砂の範囲を表している
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上
郷
エ
リ
ア

滝
沢
達
史
／
時
の
殻

景
山
健
／
こ
こ
に
お
い
て
津
南
の
音

林リ
ン

瞬シ
ュ
ン

龍ロ
ン

／
国
境
を
越
え
て
・
村

パ
オ
ラ
・
ピ
ヴ
ィ
／
題
未
定

劇団 サンプル

ニブロール

指輪ホテル

EAT&
ART TARO/
上郷クローブ座
レストラン

越
後
妻
有

「
上
郷
ク
ロ
ー
ブ
座
」

穴
山
集
落

足
滝
集
落

　

閉
校
し
た
旧
上
郷
中
学
校
を

大
規
模
に
改
修
。
か
つ
て
教
室

だ
っ
た
部
屋
や
体
育
館
は
、
劇

団
が
合
宿
を
行
い
な
が
ら
、
稽

古
が
で
き
る
場
と
し
て
も
使
わ

れ
ま
す
。
一
歩
入
っ
た
そ
の
瞬

間
に
、
な
つ
か
し
さ
と
、
今
ま

で
見
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
空

気
感
を
感
じ
る
で
し
ょ
う
。
新

し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
上
郷
ク

ロ
ー
ブ
座
を
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

木
々
を
教
室
い
っ
ぱ
い
に
組
み
込

み
、
か
つ
て
の
教
室
を
再
現
し
た
空

間
に
は
本
棚
や
ト
ロ
フ
ィ
ー
な
ど
、

か
つ
て
の
学
校
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も

の
が
つ
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

湧
き
水
に
恵
ま
れ
た
津
南
に
水
琴

窟
を
制
作
、
川
の
せ
せ
ら
ぎ
と
と
も

に
、
も
う
一
つ
の
新
た
な
水
の
音
を

響
か
せ
ま
す
。

　

地
元
で
伐
採
し
た
杉
で
「
日
本
の

家
」
の
間
取
り
で
ス
テ
ー
ジ
を
作
る
。

　

今
回
は
旧
上
郷
中
の
校
舎
に
巨
大

な
は
し
ご
を
か
け
る
、
と
て
も
ユ
ー

モ
ラ
ス
な
作
品
を
作
る
イ
タ
リ
ア
の

作
家
さ
ん
で
す
。

多種多様な劇団が練習の場とし
て、クローブ座へ滞在。練習を公
開するほか公演も行われます。

上郷の地元のかたが地元の食材を使い料理
を振る舞うレストラン。料理を作る動きを
演劇仕立てで展開する。
どんなものになるのか、お楽しみに！

２
つ
の
作
品
は
、
古
い

山
道
で
繋
が
れ
て
お

り
、
今
回
住
民
と
共
に

再
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

Photo Hiroshi Hatori

Photo Hideto Maezawa
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7 広報 平成27年７月号

大
割
野
エ
リ
ア

松尾高弘
／Light book北越雪譜

原
倫
太
郎
＋
原
遊
、

平
石
博
一

／
真
夏
の
夜
の
夢

大
地
の

芸
術
祭

津
南
総
合

案
内
所

他
に
も
こ
ん
な
作
品
が
！

　

国
道
１
１
７
号
沿
い
旧
富
田
屋
旅

館
が
今
年
は
大
地
の
芸
術
祭
の
総
合

案
内
所
と
な
り
ま
す
。

　

案
内
所
の
ほ
か
、
芸
術
祭
の
期
間

中
は
作
品
も
展
示
さ
れ
る
ほ
か
、
ツ

ア
ー
バ
ス
の
発
着
場
や
地
元
の
商
業

協
同
組
合
さ
ん
や
農
家
さ
ん
に
よ
る

市
も
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
夏
の
夜
の
娯
楽
だ
っ

た
走
馬
燈
の
技
法
を
使
い
幻
想
的
な

空
間
を
演
出
し
ま
す
。

江戸のベストセラー北越雪譜を
この地にまつわる文書と挿絵が
本から浮かび上がる仕掛け

ピ
ー
タ
ー
ハ
ッ
チ
ン
ソ
ン

／T
hrow

n R
ope for Japan

（
マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク
津
南
）

根ね
っ

子こ

番ば
ん
が
く楽

妻
有
の
郷
に
急
ぐ
な
り

（
結
東
集
落
）

B
ubb&

G
ravityfree w

ith K
E

E
N

／
出
会
い　

Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｉ

（
太
田
新
田
集
落
）

・
カ
テ
ジ
ナ
・
シ
ェ
ダ
ー

／w
ork in progress,forEchigo-Tsum

ari

（
外
丸
集
落
）

・
瀧
澤
潔

／
津
南
の
た
め
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン-

つ
な
が
り-

黒
沢
美
香
、
ア
レ
ッ
シ
オ
・
シ
ル
ベ
ス
ト
リ
ン　

ダ
ン
ス
コ
ラ
ボ　

 

（
美
雪
町
・
関
芳
機
織
工
場
跡
）

　

黒
沢
美
香
公
演

　
　
　
　
　
　
　

 

７
月
26
日　

午
後
２
時
開
演

　

ア
レ
ッ
シ
オ
・
シ
ル
ベ
ス
ト
リ
ン
公
演

　
　
　
　
　
　
　

 

８
月
23
日　

午
後
３
時
開
演

・
フ
ィ
オ
ナ
・
ウ
ォ
ン
／
恒
河
舎（上

野
集
落
）

な
ど
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　今回は蔡國強のドラゴン現代美術
館とコラボし、地面にロープを投げ、
そのロープが着地した形に沿って花
を植えるという作品。

　その昔、秋田からまたぎ(猟師)が移り住み現在も
熊猟を行っている秋山郷。この夏、結東の石垣田では
秋田の重要無形民俗文化財「根子番楽」を公演します。
　公演日８月30日　午後３時30分開演

　前回、空き家を独特の雰囲気の建
物に変身させた「ＤＥＡＩ」今回は
新たに外観など外側も、わくわくす
るようなものに。
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❹

❸

❷

❶

❻

❼

❺

関
係
者
が
教
え
る
８
つ
の
お
す
す
め

　

芸
術
祭
は
、
地
域
ご
と
、
そ
の
土
地
に
合
っ

た
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

芸
術
祭
を
も
っ
と
楽
し
む
た
め
の
関
係
者
が

お
す
す
め
す
る
８
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

　

作
品
を
と
お
し
て
、
地
域
が
見
え
て
き
ま
す
。

　

マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク
津
南
に
作
ら
れ
た
ド
ラ

ゴ
ン
現
代
美
術
館
の
作
家
で
あ
る
、
蔡さ
い

國こ
っ

強き
ょ
う

さ

ん
。
今
回
は
十
日
町
の
キ
ナ
ー
レ
を
舞
台
に
作

品
を
手
掛
け
る
。
津
南
と
つ
な
が
り
の
あ
る
作

家
さ
ん
に
も
注
目
で
す
。

❶蔡國強　特別企画展

　「蔡國強蓬莱山 -Penglai/Horai」

❷川俣正　ツマリ・ジオラマ

❸大巻伸嗣　イ・ブル

❹大平和正　風還元「球体 01」

❺イリヤ & エミリア・カバコフ

　人生のアーチ

❻ジミー・リャオ Kiss & Goodbye

❼古郡弘　うたかたの歌垣

Photo Sadamu Saito
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津
南
エ
リ
ア
の
周
回
バ
ス
情
報

作
品
の
開
設
や
作
家
も
り
だ
く
さ
ん

大
地
の
芸
術
祭
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　

大
地
の
芸
術
祭
の
め
ぐ
り
か
た
は
人
そ
れ
ぞ

れ
。

　

自
家
用
車
や
自
転
車
で
ま
わ
れ
る
も
の
も
あ

れ
ば
、
普
段
は
あ
ま
り
行
く
こ
と
が
な
い
地
域

へ
足
を
伸
ば
し
て
み
る
の
も
楽
し
い
か
も
。

　

周
遊
バ
ス
や
路
線
バ
ス
・
電
車
な
ど
公
共
交

通
機
関
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

芸
術
祭
作
品
を
鑑
賞
す
る
に
は
、
作
品
鑑
賞

パ
ス
ポ
ー
ト
の
購
入
が
必
要
で
す
。

　

個
別
の
鑑
賞
料
金
（
３
０
０
円
〜
５
０
０

円
）
を
支
払
っ
て
も
鑑
賞
で
き
ま
す
が
、
何
作

品
も
見
る
な
ら
作
品
鑑
賞
パ
ス
ポ
ー
ト
が
お
得

で
す
。

　

さ
ら
に
、
十
日
町
市
、
津
南
町
内
に
お
住
ま

い
の
か
た
に
は
、
す
で
に
全
戸
配
布
し
て
い
る

地
元
割
引
の
チ
ラ
シ
を
お
持
ち
い
た
だ
く
と
割

引
さ
れ
ま
す
。

　

パ
ス
ポ
ー
ト
は
、
会
期
前
の
７
月
25
日
ま
で

が
、
前
売
り
料
金
、
そ
の
後
は
当
日
料
金
に
な

り
ま
す
。

　

前
売
り
が
お
得
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
７
月
25
日

ま
で
に
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
期
間
中
は
バ
ス
ツ
ア
ー
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
ガ
イ
ド
付
き
で
す
の
で
、
作
品
の

ち
ょ
っ
と
し
た
裏
話
も
聞
け
る
か
も
。

　

作
品
を
巡
る
周
遊
バ
ス
は
全
部
で
11
コ
ー
ス
。

　

そ
の
う
ち
町
内
の
作
品
は
、
上
郷
方
面
や
秋

山
郷
方
面
を
周
遊
す
る
バ
ス
に
乗
る
の
が
お
す

す
め
で
す
。

上郷方面
周遊バス

秋山郷方面
周遊バス

至秋山郷
to Akiyama-go

津南町役場
Tsunan town hall

津南駅入口
Crossing

大割野
Crossing

至十日町
to Tokamachi

至津南駅
to Tsunan station

R117

R405

大地の芸術祭
津南総合案内所
（大割野・旧富田屋旅館）

上郷クローブ座
（旧上郷中学校）

至長野
to Nagano
至長野
to Nagano

三箇地区 ( 土石流のモニュメント ) や外丸集落へは、
松代-松之山-津南を通るシャトルバスをご利用ください。

※
作
品
の
鑑
賞
に
は
パ
ス
ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。

▼作品鑑賞パスポートのお知らせ
■販売料金
　一般　　前売り／ 3,000 円（割引後 2,000 円）　　当日／ 3,500 円（割引後 2,500 円）
　学生　　前売り／ 2,500 円（割引後 2,000 円）　　当日／ 3,000 円（割引後 2,500 円）
　※学生料金は、高校生、専門学校、大学生です。 ※中学生以下は無料になります。
■販売所
　津南町役場地域振興課　津南町観光協会　ほか十日町市役所など
■お問い合わせ先
　津南町役場地域振興課　℡ 765-3115　　大地の芸術祭実行委員会事務局　℡ 757-2637
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警
察
官
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
受
付
期
間

　

７
月
６
日
㈪
～
８
月
17
日
㈪

■
試
験
日
程

　

第
１
次
試
験　

９
月
20
日
㈰

■
受
験
資
格

○
男
性
・
女
性
警
察
官
Ａ
（
大
学
卒
業
者
）

　

昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
、
大
学

卒
業
者
ま
た
は
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒

業
見
込
み
の
者

○
男
性
・
女
性
警
察
官
Ｂ（
大
学
卒
業
者
以
外
）

　

昭
和
60
年
４
月
２
日
～
平
成
10
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
警
察
官
Ａ
の
受
験
資
格

が
な
い
者

■
試
験
会
場

　

男
性
・
女
性
警
察
官
Ａ　

新
潟
大
学
五
十
嵐

キ
ャ
ン
パ
ス

　

男
性
・
女
性
警
察
官
Ｂ　

新
潟
市
・
長
岡

市
・
上
越
市
の
会
場

■
採
用
予
定
日　

平
成
28
年
４
月

■
お
問
い
合
わ
せ

　

十
日
町
警
察
署（
℡
７
５
２
‐
０
１
１
０
）ま

た
は
新
潟
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
３
回
目
と
な
る
専
門
医
に
よ
る
も
の

わ
す
れ
相
談
会
（
認
知
症
相
談
会
）
を
開
催
し

ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
事
前
に
福

祉
保
健
課
保
険
班
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

８
月
20
日
㈭

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

　

平
成
27
年
度
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
認
定
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

■
受
験
資
格　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

⑴
土
木
及
び
、建
築
関
係
等
の
専
門
課
程
を
卒

業
し
た
人

⑵
高
校
卒
業
以
上
で
実
務
経
験
１
年
以
上
を
有

す
る
人

⑶
実
務
経
験
２
年
以
上
を
有
す
る
人

■
受
験
講
習
及
び
受
験
の
申
込
み

受
付
期
間　

平
成
27
年
７
月
21
日
㈫
～

　
　
　
　
　

平
成
27
年
８
月
７
日
㈮
ま
で

受
付
場
所　

津
南
町
役
場
建
設
課

　
（
申
込
用
紙
は
建
設
課
に
あ
り
ま
す
）

■
受
験
講
習

講
習
日　

平
成
27
年
10
月
８
日
㈭

時　

間　

13
時
30
分
～
16
時
30
分

会　

場　

ハ
イ
ブ
長
岡

受
講
料　

５
，０
０
０
円

■
認
定
試
験

試
験
日　

平
成
27
年
11
月
15
日
㈰

時　

間　

午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　
（
入
場
時
間
９
時
～
９
時
45
分)

警
察
官
募
集

平
成
27
年
度

第
３
回
も
の
わ
す
れ
相
談
会

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
認
定
試
験
及
び

受
験
講
習
会
の
実
施
に
つ
い
て

か
わ
ら
ば
ん

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る

暮らしの
情報満載

会　

場　

長
岡
市
中
央
公
民
館

受
験
料　

３
，０
０
０
円

※
受
験
講
習
を
受
け
ず
に
認
定
試
験
を
受
け
る

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。　
　
　

■
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
役
場　

建
設
課　

上
下
水
道
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６

　

㈶
新
潟
県
下
水
道
公
社　

総
務
課

　

℡
０
２
５
‐
２
７
１
‐
１
１
５
１

　

中
学
生
が
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
感
じ
た

こ
と
や
考
え
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
清
新
で

建
設
的
な
主
張
を
発
表
し
ま
す
。
ぜ
ひ
聞
き
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

８
月
11
日
㈫

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

■
会
場　

十
日
町
市
市
民
会
館
（
十
日
町
市
）

■
出
場
者　

郡
市
内
の
各
中
学
校

　
　
　
　
　

代
表
生
徒
12
人

■
入
場
料　

無
料

■
お
問
い
合
わ
せ

　

十
日
町
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部

　

企
画
調
整
課　

℡
７
５
７
‐
２
４
０
０

　

〜
糖
尿
病
に
な
ら
な
い
、
悪
化
し
な
い
た
め

に
み
ん
な
が
で
き
る
こ
と
〜

■
日
時　
８
月
８
日
㈯　

午
後
１
時
～
午
後
４
時
15
分

　
　
　
　
（
受
付
12
時
30
分
～
）

■
会
場　

ク
ロ
ス
テ
ン
中
ホ
ー
ル

■
内
容　

第
１
部
事
例
報
告

　
「
糖
尿
病
を
地
域
で
支
え
る
た
め
に
」

　

第
２
部
基
調
講
演

　
「
お
医
者
さ
ん
か
ら
の
な
る
ほ
ど
納
得
講
話
」

演
題
１
「
地
域
包
括
糖
尿
病
総
合
対
策

project8

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
エ
イ
ト
）」

　

講
師　

医
療
法
人
社
団
上
村
医
院　

　
　
　
　

上
村
伯
人
院
長

演
題
２
「
糖
尿
病
・
生
活
習
慣
病
の
予
防
治
療

に
よ
る
健
康
寿
命
の
延
伸
」

　

講
師　

新
潟
大
学
医
学
部
医
学
科　

　
　
　
　

血
液
・
内
分
泌
・
代
謝
内
科
学
分
野

　
　
　
　

曽
根
博
仁
教
授

■
参
加
費　

無
料

■
お
申
し
込
み　

平
成
27
年
８
月
３
日
㈪
ま
で

わ
た
し
の
主
張

十
日
町
・
中
魚
沼
地
区
大
会

第
14
回
糖
尿
病
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
公
開
講
座
）の
ご
案
内

に
十
日
町
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部
℡
０
２
５

‐
７
５
７
‐
２
４
０
１
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
席
に
余
裕
が
あ
れ
ば
当
日
参
加
も
可
能
で
す
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

十
日
町
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部

　

℡
０
２
５
‐
７
５
７
‐
２
４
０
１
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８
月
３
日
は
「
司
法
書
士
の
日
」
で
す
。

　

こ
の
「
司
法
書
士
の
日
」
を
記
念
し
、
新
潟

県
司
法
書
士
会
で
は
、
新
潟
県
内
の
各
司
法
書

士
事
務
所
に
お
い
て
、
次
の
と
お
り
無
料
相
談

を
実
施
し
ま
す
。

　

不
動
産
の
相
続
や
売
買
な
ど
登
記
に
関
す
る

こ
と
を
は
じ
め
、
成
年
後
見
に
関
す
る
こ
と
、

借
金
に
関
す
る
こ
と
、
そ
の
他
訴
訟
に
関
す
る

こ
と
な
ど
、
町
民
の
皆
様
の
様
々
な
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。

■
日
時　

平
成
27
年
８
月
３
日
㈪

■
場
所　

町
内
の
司
法
書
士
事
務
所
は
次
の
２

か
所
で
す
。
あ
ら
か
じ
め
電
話
連
絡
し
て
か
ら

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

●
「
髙
橋
司
法
書
士
事
務
所
」

　
　

℡
７
６
５
‐
２
５
８
２

　

●
「
つ
な
ん
司
法
書
士
事
務
所
（
内
山
）」

　
　

℡
７
５
５
‐
５
６
４
５

■
相
談
事
例

・
相
続
が
開
始
し
た
が
、
土
地
や
家
屋
の
名
義

　

津
南
町
の
Ｐ
Ｒ
と
ブ
ラ
ン
ド
力
を
強
化
す
る

た
め
に
、
ゆ
き
だ
ま
君
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
エ
コ

バ
ッ
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。
町
民
の
方
が
普
段

使
用
し
た
り
、
津
南
町
に
来
訪
さ
れ
た
お
客
様

が
お
土
産
に
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
町
内
の
施
設
で
販
売
い
た
し
ま
す
。
数
に

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
求
め
、

ご
紹
介
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
販
売
開
始
時
期　

７
月
下
旬
か
ら

■
販
売
小
売
店

　

津
南
町
商
工
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
小
売
価
格　

６
４
８
円
（
税
込
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
商
工
会　

℡
７
６
５
‐
２
３
０
１

■
日
時　

８
月
19
日
㈬　

午
後
７
時
～

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー
３
階
和
室

　

新
潟
県
を
舞
台
に
、
獣
医
師
に
な
る
夢
を

持
っ
た
、
一
人
の
少
女
を
26
年
間
追
い
か
け
た

感
動
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
夢
は
牛
の

お
医
者
さ
ん
」
の
上
映
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
本
映
画
ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞
の
文
化
映
画
部
門

で
第
１
位
、
日
本
で
一
番
歴
史
の
あ
る
映
画
賞
、

「
キ
ネ
マ
旬
報
ベ
ス
ト
・
テ
ン
」
の
文
化
映
画

部
門
で
第
３
位
、
新
潟
日
報
社
の
「
読
者
が
選

ぶ
２
０
１
４
年
映
画
ベ
ス
ト
テ
ン
」
の
日
本
映

画
部
門
で
第
２
位
等
、
高
い
評
価
を
受
け
て
い

る
映
画
と
な
っ
て
お
り
、
夢
を
持
つ
こ
と
の
大

切
さ
、
実
現
す
る
た
め
の
努
力
、
そ
れ
を
支
え

る
家
族
や
地
域
の
人
々
の
見
守
る
姿
が
描
か
れ
、

自
分
自
身
の
将
来
を
考
え
る
契
機
と
な
る
よ
う

な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ
て

ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

■
上
映
日
時　

８
月
９
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
上
映（
午
後
１
時
～
開
場
）

■
上
映
場
所　

津
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
（
津
南
町
公
民
館
）

■
料
金　

無
料
（
全
席
自
由
）

　
　
　
　

※
事
前
申
し
込
み
不
要

■
主
催　

津
南
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

■
共
催　

津
南
町
農
業
委
員
会

■
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
２
５
‐
７
６
５
‐
３
１
３
４

■
日
時　

８
月
３
日
㈪
・
８
月
８
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

■
場
所　

十
日
町
情
報
館

　

十
日
町
情
報
館
で
は
、
８
月
１
日
㈯
～
８
月

９
日
㈰
ま
で
の
期
間
「
第
６
回
情
報
館
ま
る
ご

と
体
感
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

昨
年
に
続
き
今
年
も
津
南
町
か
ら
３
日
と
８

日
の
２
日
間
、移
動
図
書
館
車
「
ひ
ま
わ
り
号
」

が
出
張
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。「
ひ
ま
わ

り
号
」
の
中
は
全
て
子
ど
も
向
け
の
本
に
模
様

替
え
を
し
て
い
き
ま
す
。
い
つ
も
と
は
違
っ
た

ひ
ま
わ
り
号
を
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。
い

つ
も
ど
お
り
、
そ
の
場
で
貸
出
で
き
ま
す
の
で

カ
ー
ド
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
３
４

８
月
３
日
に「
司
法
書
士
の
日 

記
念
相
談
会
」を
実
施
し
ま
す

ゆ
き
だ
ま
君

エ
コ
バ
ッ
ク
に
つ
い
て

夏
休
み
夜
の
お
は
な
し
会

少
女
が
抱
い
た
、小
さ
な
夢
の

大
き
な
物
語
。

「
夢
は
牛
の
お
医
者
さ
ん
」上
映
会

今
年
も
十
日
町
情
報
館
に

「
ひ
ま
わ
り
号
」が

出
張
し
ま
す
！

を
ま
だ
変
え
て
い
な
い
。

・
一
人
暮
ら
し
の
老
後
を
安
心
し
て
過
ご
し
た
い
。

・
も
う
何
年
も
返
済
を
続
け
て
き
た
の
に
一
向

に
借
金
が
減
ら
な
い
。

・
ア
パ
ー
ト
を
退
去
す
る
際
、
多
額
の
原
状
回

復
費
を
請
求
さ
れ
た
。

■
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
税
務
町
民
課
町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

■
会
場　

津
南
町
役
場

■
相
談
対
象
者　

本
人
及
び
家
族

■
相
談
医
師　

ほ
ん
だ
病
院　

稲
月
院
長

■
相
談
料　

無
料

■
申
込
締
切　

８
月
13
日
㈭

　

た
だ
し
、定
員（
４
名
）が
あ
り
ま
す
の
で
、定

員
に
な
り
次
第
、締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課
保
険
班　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

■
主
催　

お
は
な
し
お
か
あ
さ
ん

　
　
　
　

津
南
町
公
民
館
図
書
室

　

人
形
劇
や
大
型
絵
本
な
ど
、
保
育
園
児
か
ら

小
学
校
低
学
年
向
け
の
お
は
な
し
会
を
開
き
ま

す
。
お
は
な
し
会
の
後
に
は
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会

も
予
定
し
て
い
ま
す
。
夏
休
み
の
思
い
出
作
り

に
、
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
３
４



◆交通事故は、やっぱりとびだし
●狭い道路から広い道路へのとびだし、左右不確認の道路横断が、
　事故の一番の原因です。
●自転車による事故が増えています。十分気をつけさせてくださ
　い。（とびだし・無灯火・二人乗りなど）
●自転車に乗るときは、ヘルメットをかぶらせましょう。

◆心のこもった明るい挨拶の
　できる子に

◆よい言葉づかいで話せる子に

◆服装・身だしなみがきちんと
　している子に

●乱暴な言葉・聞き苦しい言葉を聞いたら、その場で、
　一声かけましょう。

◆規則正しい生活リズムを！
●「早寝、早起き、朝ごはん」を定着させましょう。
●ゲームやテレビ、インターネットをする時間を決め
　ましょう。

●親や大人が見本となって地域で明るい挨拶の輪を広
　げましょう

しつけ

◆防ごう水難事故
●信濃川、中津川、清津川で遊ぶときは、必ず保護者がついてく
　ださい。

◆不審者による心配な事案が増えて
　います。
●不審者に出会ったときの対応の仕方を話し合いましょう。
　（大声を出す、子ども110番の家の確認、警察への連絡等）

◆話し合い・ふれ合いをたいせつに
●子どもとふれあう機会を多くもちましょう。子どもの話に耳を傾けてください。
●生命のたいせつさを親子で話し合いましょう。

◆子どもたちの好奇心を正しい方向に
●日ごろできない体験、町や地域が主催する行事等への参加を積極的にすすめましょう。
●携帯電話やインターネットには、有害情報にアクセスする（接続する）可能性があります。
　フィルタリングサービス等を活用しましょう。また、誹謗・中傷する事例も出てきていま
　す。子どもを守るために、メディアの使い方について親子で話し合いましょう。

◆飲酒、喫煙、無免許運転、外泊はさせない
●祭り等での子どもの飲酒、喫煙に十分注意しましょう。
●子ども同士の泊まり合いや、ゲームセンター、カラオケボックス等への出入りは、やめさ
　せましょう。（帰宅時間の目安／小学生17：30、中学生18：00）
●大人のちょっとした気配りで子どもが非行に走るのを防げます。
　（バイクや車のカギを外しておくことなど。）

◆窃盗（万引き）はしない・させない・見過ごさない

◆遊び場・遊び道具に落とし穴
●人や建物に向けた花火が事故を引き起こした例もあります。

！

津南町青少年育成町民会議　津南町教育委員会　津南町ＰＴＡ連合会　津南町小・中学校　郡市学警連　津南町社会福祉協議会　津南町交通安全対策協議会　津南町保護司会　津南町更生保護女性会

平成27年度津南町「心の教育」継続推進

明るく 元気に 心を込めて

どの子もみんなつなんの子どの子もみんなつなんの子

生命は一つ！たいせつにしていますか 日ごろの躾はどうですか

津南町青少年育成町民会議では、「どの子もみんなつなん
の子」を合言葉に、町で、地域で子どもたちを育てようとい
う活動を行っています。家の前を通る子どもたちにも積極
的に声をかけ、みなさんの協力と気配り・目配りで正しく子
どもたちを育てましょう。

～気配り・目配りで正しく育てよう～

町内全小・中学校は、7月下旬から8月下旬まで
夏休みです。地域での子どもたちの様子を学校に
もお知らせください。

●万引きは犯罪です。店内での不審な行動を見かけたら、「近所の子だから」「親に悪いから」
　という考えは捨てて一声かけてください。
●子どもが、買ってあげたものでないものを持っていたら「いつ・どこで買ったのか」借りた
　ものであれば「どこのだれから借りたのか」必ず確認しましょう。

どの子もみんなつなんの子

安全に安全に安全に 健全に健全に健全に 良い習慣を良い習慣を良い習慣を

～気配り・目配りで正しく育てよう～

地域で子どもを
見かけたら、積極的に
あいさつ、声がけを
しましょう。
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　（バイクや車のカギを外しておくことなど。）

◆窃盗（万引き）はしない・させない・見過ごさない

◆遊び場・遊び道具に落とし穴
●人や建物に向けた花火が事故を引き起こした例もあります。

！

津南町青少年育成町民会議　津南町教育委員会　津南町ＰＴＡ連合会　津南町小・中学校　郡市学警連　津南町社会福祉協議会　津南町交通安全対策協議会　津南町保護司会　津南町更生保護女性会

平成27年度津南町「心の教育」継続推進

明るく 元気に 心を込めて

どの子もみんなつなんの子どの子もみんなつなんの子
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町内全小・中学校は、7月下旬から8月下旬まで
夏休みです。地域での子どもたちの様子を学校に
もお知らせください。

●万引きは犯罪です。店内での不審な行動を見かけたら、「近所の子だから」「親に悪いから」
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安全に安全に安全に 健全に健全に健全に 良い習慣を良い習慣を良い習慣を

～気配り・目配りで正しく育てよう～

地域で子どもを
見かけたら、積極的に
あいさつ、声がけを
しましょう。
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Tsunan  Even t  Ske tch .

つ　な　ん
まちかど
スケッチ

 時代にあわせ打ち出された病院運営改革案
— ６月29日　町立病院運営審議会の答申 —

 

７
月
は

　

 

〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〟

　

 

月
間
で
す
。

　
　
〜
地
域
の
チ
カ
ラ
で
犯
罪
や
非
行
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
〜

 電動診察台
— ６月15日　滝沢技研様 電動診察台贈呈式 —

　津南病院の処置室にある４つの診察台のうち、1台はな
んと、大割野病院時代から使用を続けており、この度、新し
い電動の診察台を寄贈いただけることとなり、老朽化が進
んでいたものと入れ替えを行いました。阪本病院長は贈呈
式で「本当にありがたい。病院のことを想ってくださること、
それが職員にとって一番の励みです。」と病院を代表して滝
沢技研の瀧沢正明様へ感謝の意を伝えました。

　町長から諮問があった津南病院の今後の運営について町
立病院運営審議会から答申がありました。「入院病棟のあり
方」「健全経営のあり方」など、今後の津南病院の運営を考え
ていく上での改革案が示されました。

　“社会を明るくする運動” ～犯罪や非行を防止し、立ち直
りを支える地域のチカラ～はすべての国民が、犯罪や非行
の防止と罪を犯した人たちの更生について理解を深め、そ
れぞれの立場において力を合わせ、犯罪のない地域社会を
築こうとする全国的な運動で、今年で65回目を迎えます。

答申内容を町長に伝える運営審議会のみなさん

津南町保護司会・更正保護女性会が町内各所で街頭広報を行いました

↑電動診察台を前に ( 左から上村町長、滝沢技研様、阪本病院長 )

７月25日の午後4時40分からは
第36回津南まつり

おかえり ! 津南
ようこそ津南 !
トークショー
津南まつり会場ステージ
●主な出演者
　日産「キューブ」デザイナーの桑原弘忠さん、
　大地の芸術祭作家の滝沢達史さん、
　セガの輸出向けゲーム機開発者の桑原健二さん

など津南出身者の凱旋トークが聞けるチャンス！

告　知 次回予告
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指
定
難
病
等
に
か
か
る

医
療
費
助
成
が
変
わ
り
ま
し
た

医
事
班
長
　
鈴
木
　
隆
一

毎
年
７
月
に
な
る
と
、指
定
難
病
で
通
院
さ
れ

て
い
る
方
々
の
指
定
の
更
新
時
期
と
な
り
ま
す
。

保
健
所
か
ら
の
更
新
書
類
は
主
治
医
か
ら
記
入

し
て
い
た
だ
き
、遅
れ
な
い
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
期

日
ま
で
に
保
健
所
へ
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、原
因
が
不
明
で
治
療
法
が
確
立

さ
れ
て
い
な
い
疾
患
、ま
た
、幼
少
期
か
ら
生
涯
、

長
期
に
わ
た
り
治
療
が
必
要
な
疾
患
を
抱
え
、肉

体
的
、心
理
的
、経
済
的
に
大
き
な
負
担
を
強
い
ら

れ
て
い
る
方
、家
族
を
医
療
費
の
面
か
ら
支
援
し

て
い
く
も
の
で
す
。（
指
定
難
病
制
度
、小
児
慢
性

特
定
疾
病
制
度
）

以
前
か
ら
こ
の
制
度
は
あ
り
ま
し
た
が
、昨
年
、

法
律
が
制
定
さ
れ
、今
年
の
１
月
１
日
か
ら
法
律

に
基
づ
く
制
度
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
、指
定
疾
病
数
が
難
病
の
方
が

３
０
６
疾
病
に
、小
児
の
方
も
７
０
４
疾
病
に
拡

充
さ
れ
、対
象
疾
病
も
増
え
ま
し
た
が
、自
己
負
担

上
限
額
の
設
計
も
見
直
さ
れ
て
所
得
の
多
い
方
の

自
己
負
担
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
、入
院
時
の
食
事

は
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
し
た
。（
昨
年
の
12
月

ま
で
に
認
定
を
受
け
た
方
は
、経
過
措
置
が
と
ら

れ
、３
年
間
自
己
負
担
額
は
従
来
制
度
の
ま
ま
と

な
り
ま
す
）

津
南
病
院
も
指
定
医
療
機
関
に
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＜実施された行事＞
〔６月〕
	 30日	 十日町地域広域事務組合臨時議会
〔７月〕
	 	6日	 小松原湿原巡視(産業建設常任委員会)
	 7日	 平成27年第2回臨時議会
	 7日	 全員協議会
	 7日	 湯沢町議会との懇談会
	9日～14日	 住民議会懇談会
	16日～17日	 県外視察(総文福祉常任委員会)

＜今後予定されている行事＞
〔７月〕
	 21日	 三市町村議会連携協議会
	 24日	 平成27年度上越魚沼地域振興
	 	 快速道路建設促進期成同盟会総会
	 25日	 津南まつり
	 26日～	 大地の芸術祭
	 26日	 青戸こはるびの里夏祭り
	 27日	 十日町地域広域事務組合臨時議会
	 27日	 新潟県町村議会議長会役員会
〔８月〕
	 7日	 平成27年第3回臨時議会
	 7日	 全員協議会
	 10日	 津南地域衛生施設組合議会
	20日～21日	 県外視察(産業建設常任委員会)

　毎月10日までに100日運動カードを提出いただい
たかたを、このコーナーでご紹介します。（敬称略）
 3700日 高橋美佐子(見玉）
 2800日 柳沢　茂(陣場下)
 2300日 大倉トヨ(小下里)
 2000日 村山善治(十二ノ木)
 1900日 本山マサ(反里）
 1000日 大倉アサ子(小下里)
 700日 渡辺秀子(正面)
 400日 石橋俊治(割野)
 300日 髙橋昭子(船山)
 200日 藤ノ木タツイ(中深見)
主な運動：ラジオ体操・ウォーキング・テレビ体操・ジョギング・
　　　　　15分程度の運動・水中運動他

健康体力づくり100日運動

　

障
害
基
礎
年
金
を
受
給
中
で
、
年
金

コ
ー
ド
が
６
３
５
０
、２
６
５
０
の
皆

さ
ん
に
、
所
得
状
況
届
が
届
い
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　

７
月
が
提
出
月
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
お
手
元
に
届
書
が
あ
る
か
た
は
、

月
末
ま
で
に
税
務
町
民
課　

町
民
班
ま

で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
を
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、

万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の

事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金

や
遺
族
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に

は
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と

な
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
若
年

者
（
30
歳
未
満
）
納
付
猶
予
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。

　

免
除
申
請
は
２
年
１
カ
月
前
の
月
分

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
申
請
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

失
業
等
に
よ
っ
て
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
が
経
済
的
に
困
難
に
な
っ
た
も
の

の
、
免
除
申
請
を
忘
れ
て
い
た
た
め
に

未
納
期
間
の
あ
る
か
た
は
、
一
度
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

津
南
町
役
場　

税
務
町
民
課

　

℡
０
２
５
‐
７
５
６
‐
３
１
１
３

六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
０

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
平
成
28
年
３
月

分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月
額

１
５
，
５
９
０
円
で
す
。
日
本
年
金
機

構
か
ら
送
ら
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
金

融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
で
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
納
付
通
知
書
に

記
載
の
納
付
期
限
ま
で
に
納
入
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ

る
納
付
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用

し
て
の
納
付
、
便
利
で
お
得
な
口
座
振

替
も
あ
り
ま
す
。

議会コーナー

病
院
歳
時
記

現
況
届
の
提
出
は

お
済
で
す
か
？

保
険
料
免
除
等
の
ご
相
談

保
険
料
は
納
付
期
限

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
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KOKUHO KOKUHO KOKUHO KOKUHO KOKUHO
 KO

KU
HO
 K
OK
UH
O 
KO

KU
HO 

LETTER

国

だ
よ
り

国
民
健
康
保
険
・
後
期

高
齢
者
医
療
の
保
険
証

が
更
新
さ
れ
ま
す

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

差
額
通
知
を
実
施
し
ま

す（
国
民
健
康
保
険
）

　

現
在
お
持
ち
の
保
険
証
は
、
平
成
27
年
７
月

31
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
る
た
め
、
７
月
下
旬

に
新
し
い
保
険
証
を
お
届
け
し
ま
す
。
お
手
元

に
届
き
ま
し
た
ら
、
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
国
民
健
康
保
険
証
■

▼
新
し
い
保
険
証
の
色

　

ベ
ー
ジ
ュ
色

▼
保
険
証
の
有
効
期
限

　

平
成
28
年
７
月
31
日

※
次
の
方
は
有
効
期
限
が
異
な
り
ま
す
。

〇
平
成
28
年
７
月
31
日
ま
で
に
次
の
年
齢
に
な

る
か
た

・
70
歳
に
な
る
か
た
…
誕
生
月
の
月
末
ま
で

・
75
歳
に
な
る
か
た
…
誕
生
日
の
前
日
ま
で

・
退
職
者
医
療
制
度
に
該
当
し
、
65
歳
に
な
る

　

か
た
…
…
…
…
…
…
誕
生
月
の
月
末
ま
で

※
有
効
期
限
が
平
成
28
年
７
月
31
日
以
前
と

　

町
国
保
で
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
差
額
通
知
を
実
施
し
ま
す
。

〇
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
こ
れ
ま
で
効
き
目

や
安
全
性
が
確
認
さ
れ
て
き
た
薬
と
同
等
と
認

め
ら
れ
た
、
低
価
格
の
薬
で
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
薬
代
の
負

担
の
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

○ 

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
差
額
通
知
と
は

　

過
去
に
受
診
さ
れ
た
際
に
処
方
さ
れ
た
医
薬

な
っ
て
い
る
か
た
は
、
期
限
が
切
れ
る
前
に

新
し
い
保
険
証
を
お
送
り
し
ま
す
。

▼
届
い
た
保
険
証
は
、

　

必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
！

　

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
国
民
健
康
保
険
証
が
届
い
た
場
合

は
、
役
場
へ
の
手
続
き
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
せ

ん
。

　

保
険
の
変
更
手
続
き
は
自
動
的
に
は
行
わ
れ

ま
せ
ん
の
で
、
現
在
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

証
を
お
持
ち
の
う
え
、
お
早
め
に
役
場
窓
口
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
後
期
高
齢
者
医
療 
保
険
証
■

▼
新
し
い
保
険
証
の
色

　

桃
色

▼
保
険
証
の
有
効
期
限

　

平
成
28
年
７
月
31
日

※
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証
は
、
役
場

の
封
筒
と
は
異
な
る
封
筒
で
、
１
人
ず
つ
お

送
り
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
限
度
額
適
用

　
　

・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

　

同
一
世
帯
の
世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課
税

の
か
た
が
対
象
と
な
り
、
入
院
時
の
自
己
負
担

限
度
額
や
食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
に
減
額
認
定
証
を
交
付
さ
れ
た

か
た
で
、
27
年
度
も
世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非

課
税
の
か
た
は
、
保
険
証
と
は
別
に
減
額
認
定

証
を
お
送
り
し
ま
す
。

※
平
成
27
年
度
に
新
た
に
減
額
認
定
の
対
象
に

な
っ
た
か
た
に
は
、
申
請
書
を
ご
案
内
し
て

い
ま
す
。

品
に
つ
い
て
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り

替
え
た
場
合
の
自
己
負
担
軽
減
額
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

○
実
施
時
期

　

７
月
（
４
月
診
療
分
）

　

11
月
（
８
月
診
療
分
）

　

３
月
（
12
月
診
療
分
）

○
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

　

使
う
に
は

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、医
師
・
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
希
望
カ
ー
ド
を
保
険
証
と
一
緒

に
お
送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
下
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課 

保
険
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４
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お
酒
と
の
上
手
な

　
　
　
　
　
　
つ
き
あ
い
方

お
酒
が
一
段
と
美
味
し
く
感
じ
る
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
毎
日
晩
酌
を
す
る
と
い
う
か
た
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
お

祭
り
や
お
盆
等
で
お
酒
を
飲
む
機
会
が
増
え
る

と
思
い
ま
す
。
お
酒
の
飲
み
方
、
み
な
さ
ん
は

大
丈
夫
で
す
か
？

嫌
な
こ
と
や
心
配
事
が
あ
る
と
き
、
お
酒
を

飲
む
と
気
分
が
や
わ
ら
ぐ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
ふ
さ
い
で
い
た
気
分
が
改
善
さ
れ
た

り
気
持
ち
を
大
き
く
も
て
た
り
す
る
の
は
酔
い

の
効
用
で
あ
っ
て
、
そ
の
場
限
り
の
も
の
で
す
。

酔
い
が
覚
め
れ
ば
元
通
り
に
な
り
、
か
え
っ
て

落
ち
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

○
寝
酒
は
ダ
メ
！

「
お
酒
を
飲
む
と
よ
く
眠
れ
る
」
は
正
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。
寝
る
前
に
飲
む
お
酒
は
ナ
イ
ト

キ
ャ
ッ
プ
と
も
い
わ
れ
、
寝
つ
き
を
よ
く
す
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
し
か
に
睡
眠
導
入
効
果

も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
お
酒
は
眠
り
を

浅
く
す
る
う
え
、
尿
意
や
の
ど
の
渇
き
で
夜
中

に
目
が
覚
め
る
頻
度
も
高
く
な
り
、
睡
眠
の

質
は
む
し
ろ
悪
く
な
り
ま
す
。
時
間
が
経
っ
て

体
内
の
ア
ル
コ
ー
ル
が
分
解
さ
れ
る
と
覚
醒
し

て
寝
つ
け
な
く
な
り
、
飲
み
直
さ
な
い
と
眠
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

睡
眠
薬
代
わ
り
に
お
酒
を
飲
ん
で
い
る
と
脳
が

慣
れ
て
き
て
、
量
を
増
や
さ
な
い
と
眠
気
が
得

ら
れ
な
く
な
っ
て
き
ま
す
。

○
適
正
飲
酒
量
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

　

ス
ト
レ
ス
を
ま
ぎ
ら
わ
す
た
め
の
お
酒
は

少
量
で
は
す
ま
な
い
こ
と
が
多
く
、
生
活
習
慣

病
や
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
つ
な
が
っ
て
し
ま

う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
厚
生
労
働
省
が
定
め

る「
節
度
あ
る
適
度
な
飲
酒
」は
次
の
通
り
で
す
。

ビ
ー
ル　
　
　

中
瓶
１
本

日
本
酒　
　
　

１
合

焼
酎
（
25
度
）
0.6
合

み
な
さ
ん
が
普
段
飲
ん
で
い
る
お
酒
の
量
は

こ
れ
ら
の
量
と
比
較
し
て
い
か
が
で
す
か
？
適

量
な
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
や
血
流
促
進
な
ど
の

作
用
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。
肝
臓
の
処
理

能
力
な
ど
個
人
差
は

あ
り
ま
す
が
、
一
般

的
な
適
量
や
上
手
な

飲
み
方
を
再
認
識
し

て
、
楽
し
く
安
全
な

お
酒
の
つ
き
あ
い
方

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

健
康
で
幸
せ福

原
　
太た
い
さ
く作

さ
ん
　
79
歳
　（
外
丸
）

久
し
ぶ
り
に
自
分
を
振
り

返
っ
て
み
る
チ
ャ
ン
ス

を
頂
い
た
。

今
ま
で
、
た
だ
仕
事
に
か
ま

け
て
過
ご
し
、
健
康
の
こ
と
な

ど
考
え
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

今
す
ご
く
元
気
で
幸
せ
な
老
後

生
活
を
送
っ
て
い
る
。
健
康
で

あ
る
こ
と
に
感
謝
。

そ
の
源
は
な
ん
だ
ろ
う
。
私

は
運
動
が
大
好
き
で
、
若
い
こ
ろ
か
ら
下
手

で
は
あ
る
け
ど
、
野
球
に
始
ま
り
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
60
歳

ま
で
、
水
泳
、
ス
キ
ー
と
な
ん
で
も
挑
戦
し

て
き
た
。
お
か
げ
で
い
ま
だ
に
、
娘
と
志
賀

高
原
や
苗
場
に
ス
キ
ー
に
い
っ
て
い
る
し
、

週
４
回
く
ら
い
ク
ア
ハ
ウ
ス
で
３
０
０
メ
ー

ト
ル
泳
ぐ
こ
と
に
し
て
い
る
。
こ
れ
が
健
康

の
も
と
と
思
う
。

今
、
私
が
は
ま
っ
て
い
る
の
が
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
。
此
の
競
技
は
す
ご
く
奥
が
深
く
面

白
い
、
子
供
か
ら
後
期
高
齢
者
ま
で
誰
で
も

楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

津
南
町
の
現
役
最
高
齢
者
は
96
歳
で
、
６

月
の
ニ
ュ
ー
グ
リ
ン
ピ
ア
カ
ッ
プ
に
「
津
南

90
」
で
５
名
の
90
歳
以
上
の
か
た
が
出
場
し

ま
し
た
。
私
も
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
始
め
て
か

ら
16
年
に
な
り
ま
す
が
、
な
か
な
か
思
う
よ

う
に
い
か
な
い
で
失
敗
の
連
続
で
す
。
も
っ

と
早
く
か
ら
始
め
て
い
た
ら
と
今
は
後
悔
を

し
て
い
ま
す
。
で
も
大
勢
の
友
達
が
で
き
ま

し
た
。
県
内
は
も
と
よ
り
長
野
、
富
山
、
群

馬
と
幅
広
い
御
付
き
合
い
を
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。

津
南
で
も
仲
間
に
恵
ま
れ
て
今
年
は
シ
ニ

ア
の
部
で
男
女
と
も
宮
城
県
蔵
王
町
の
全
国

大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
新
潟
県

で
優
勝
し
な
い
と
出
場
で
き
な
い
大
会
で
す

が
。
全
国
大
会
も
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
を
含
め

３
回
経
験
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

な
か
な
か
興
味
あ
る
競
技
で
す
。
健
康
の

為
に
皆
さ
ん
も
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

5 月ゲートボール全国大会壮行式…町長室で記念撮影♡♡♡

皆さん若々しいですね。とてもシニアには見え
ません !! 上段左から 5 人目の方が「福原さん」　
♡♡♡

健康づくり健康づくり ア・ラ・カルトア・ラ・カルト

はーい

でーす

保健師

今月は
齋木彩
保健師



６月の新着図書
【大人の本】
●人気絵本「100万回生きたねこ」の著者のエッセイ
　『私の息子はサルだった』
　佐野洋子／著　新潮社
●虫食い穴も古い洋服のリメイクも手縫いでできる。
　『手ぬいでできちゃう！服のお直し』
　高畠海／著　新星出版社
●小説の常識をくつがえして挑んだ空想科学ミステリー
　『ラプラスの魔女』
　東野圭吾／著　KADOKAWA

【子どもの本】
●人気映画第２弾の絵本版
　『アナと雪の女王エルサのサプライズ』
　ワダヒトミ／著　KADOKAWA
●困っている人はどこにいるかな？
　『こんなこえがきこえてきました』
　佐藤雅彦＋ユーフラテス／作　福音館書店

その他、寄贈本含め24冊が新着となっております。
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弥生 ― M a r c h ―

北川フラム／著　　現代企画室

『美術は地域をひらく 　　　
　　大地の芸術祭 10 の思想』

　世界に影響を与えてきた「大地の芸術祭」。日本列島
全土で格闘する地域に希望を与える１冊です。

　

７
月
26
日
か
ら
、３
年
に
１
度
の
大
地

の
芸
術
祭
が
始
ま
り
ま
す
。そ
こ
で
、今
月
は

「
大
地
の
芸
術
祭
」の
総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

を
務
め
て
い
る
北
川
フ
ラ
ム
氏
の
著
書
を

紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

前
回
ま
で
の
作
品
の
写
真
と
解
説
の
ほ

か
、芸
術
祭
開
催
の
背
景
な
ど
も
記
さ
れ
て

い
ま
す
。北
川
氏
は
、約
20
年
こ
の
大
地
の

芸
術
祭
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
が
、芸
術
祭
を

行
う
大
前
提
と
し
て
、「
越
後
妻
有
で
暮
ら

し
て
い
る
じ
い
ち
ゃ
ん
、ば
あ
ち
ゃ
ん
の
笑

顔
が
見
た
い
。彼
ら
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い

た
い
。」ま
た「
人
口
が
減
少
し
、祭
り
す
ら

で
き
な
く
な
っ
た
集
落
で
、３
年
に
１
度
の

【
お
祭
り
】を
、じ
い
ち
ゃ
ん
、ば
あ
ち
ゃ
ん

と
楽
し
み
盛
り
上
げ
て
い
く
。」と
あ
り
ま

す
。当
初
は
、地
元
の
批
判
も
あ
っ
た
こ
と

も
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
気
持
ち
に
寄
り

添
い
た
い
」と
い
う
北
川
氏
の
気
持
ち
が
嬉

し
く
思
い
ま
す
ね
。

　

３
年
前
の
第
５
回
に
は
、過
去
最
高
の
約

50
万
人
が
来
場
さ
れ
て
い
ま
す
。年
々
、来

場
者
数
が
増
え
て
い
ま
す
の
で
、今
年
は
さ

ら
に
前
回
を
上
回
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

現
在
、図
書
室
で
は
芸
術
祭
に
関
す
る

資
料
を
展
示
し
て
お
り
ま
す
。ど
れ
も
大
変

貴
重
な
郷
土
資
料
で
す
の
で
貸
出
禁
止
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
館
内
閲
覧
は
で
き
ま

す
の
で
、ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。「
大
地

の
芸
術
祭
」を
み
ん
な
で
盛
り
上
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

７
月
21
日
～
８
月
20
日
は
雑
誌
愛
読
月

間
で
す
。
図
書
室
で
定
期
購
入
し
て
い
る

《
休
館
日
》　

７
月
27
日
㈪
・
８
月
31
日
㈪

雑
誌
愛
読
月
間

イ
ベ
ン
ト

私のムードメーカー

−島田　正
まさ

樹
き

さんから

原作・大場つぐみ　漫画・小畑　健　出版社・集英社

今
回
ペ
ン
リ
レ
ー
を
島
田
正
樹
君
か
ら

紹
介
？
を
さ
れ
、
本
の
感
想
文
を
書
け
ば

良
い
の
だ
ろ
う
と
、「
い
い
よ
、
や
る
」

と
言
っ
た
も
の
の
、
い
ざ
原
稿
を
前
に
し

て
文
章
を
考
え
て
み
ま
し
た
が
、
何
も
う

か
ん
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
送
ら
れ
て
き

た
原
稿
も
何
度
も
書
い
た
り
、
消
し
た
り

で
何
を
書
い
た
ら
良
い
か
、
わ
か
ら
ず
ぎ

り
ぎ
り
ま
で
考
え
ま
し
た
。

原
稿
が
届
い
て
か
ら
２
週
間
ほ
ど
た
っ

た
今
ま
で
「
ホ
ビ
ッ
ト
」
と
い
う
小
説
に

つ
い
て
文
章
を
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
煮

詰
ま
り
、
ボ
ー
っ
と
し
て
い
る
と
気
づ
い

バクマン。
紹介する本

鈴
す ず

木
き

　博
ひ ろ

也
や

さん （相吉）

雑
誌
は
次
の
６
点
で
す
。

　
【
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
】【
暮
ら
し
の
手
帖
】【
月

刊
ク
ー
ヨ
ン
】【
月
刊
に
い
が
た
】【
か
が

く
の
と
も
】【
こ
ど
も
の
と
も
】

　

各
種
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
あ
り
ま
す
。

最
新
号
以
外
は
、
他
の
図
書
資
料
と
同
じ

く
貸
出
を
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

今
年
も
、「
十
日
町
情
報
館
へ
の
ひ
ま

わ
り
号
出
張
」「
夏
休
み
夜
の
お
は
な
し

会
」を
開
催
し
ま
す
！
詳
し
く
は
、11
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

広報ライブラリー
今月の１冊

7月 −文
ふ み づ き

月−

Pen Relay
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つ
な
ん
の
文
芸

た
ら
一
冊
の
漫
画
を
読
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
漫
画
は
、
私
が
就
職
を
し
た
時
く

ら
い
に
読
み
始
め
た
漫
画
で「
バ
ク
マ
ン
」

と
い
う
本
で
し
た
。

こ
の
本
の
お
も
し
ろ
い
所
は
、
主
人
公

が
仲
間
と
一
緒
に
一
流
の
漫
画
家
を
目
指

し
、
す
ご
く
ピ
ュ
ア
な
恋
愛
を
し
な
が
ら

色
々
な
人
と
出
会
い
、
影
響
を
受
け
、
廻

り
の
人
々
と
夢
を
追
い
つ
づ
け
る
所
で
、

仲
間
や
家
族
の
大
事
さ
、
ラ
イ
バ
ル
や
大

事
な
人
の
重
要
さ
な
ど
を
お
し
え
て
く
れ

る
気
が
し
ま
し
た
。

今
回
以
外
に
も
、
社
内
の
テ
ス
ト
の
勉

強
に
煮
詰
ま
っ
た
と
き
や
、
お
ち
こ
ん
だ

時
も
い
つ
も
こ
の
本
は
私
の
近
く
で
私
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
あ
げ
て
く
れ
る
数
少

な
い
大
好
き
な
本
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
手
に
取
っ
た
「
バ
ク
マ
ン
」
を

改
め
て
読
ん
で
気
づ
い
た
事
、
20
話
タ
イ

ト
ル
「
夢
と
現
実
」、
タ
イ
ト
ル
の
通
り
、

最
終
話
の
20
巻
に
は
、
主
人
公
の
夢
、
そ

の
主
人
公
の
廻
り
の
夢
が
つ
ま
っ
て
い
て
、

最
終
的
に
は
主
人
公
の
夢
が
叶
い
ま
す
が

現
実
に
阻
ま
れ
な
が
ら
も
夢
を
叶
え
る
内

容
に
改
め
て
感
動
し
ま
し
た
。

物
語
で
あ
り
、
現
実
に
あ
っ
た
話
で
な

く
て
も
人
を
感
動
し
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
あ
げ
て
く
れ
る
、
私
の
ム
ー
ド
メ
ー
カ

ー
的
な
存
在
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

次
は
、
幼
な
じ
み
の
金
子
正
史
く
ん

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

短 歌

俳 句

砂
丘

願ね
が

い
来こ

し
農の

う

家か

民み
ん

宿し
ゅ
く

少す
こ

し
ず
つ

　
　
具ぐ

体た
い

化か

し
ゆ
く
を
妻つ

ま

と
喜よ

ろ
こ

ぶ	

山
本
　
光
一

雨あ
め

あ
が
り
夕ゆ

う

べ
と
な
り
て

　
　
川か

わ
は
ら原
の
田た

ん
ぼ
に
蛍ほ

た
る

光ひ
か

り
飛と

び
か
う	

津
端
　
恵
子

六ろ
く
が
つ月
の
重お

も

き
空く

う

気き

を
伝つ

た

い
き
て

　
　
く
ぐ
も
り
聞き

こ
ゆ
踏ふ

み
き
り切
の
音お

と	

貝
澤
　
圭
子

雨あ
ま

蛙が
え
る

足あ
し

の
踏ふ

み
場ば

の
無な

き
ま
で
に

　
　
雨あ

め

を
予よ

ち知
し
て
跳は

ね
騒さ

わ

ぎ
お
り	

関
谷
　
郁
子

谷た
に

間あ
ひ

に
雪ゆ

き

ま
だ
厚あ

つ

く
残の

こ

せ
し
ま
ま

　
　
淡あ

は

く
目ま

ば映
ゆ
く
橅ぶ

な

萌も

え
始は

じ

む	

恩
田
　
久
美
子

漬つ

け
桶お

け

を
義は

は母
よ
り
継つ

ぎ
て
二に

年ね
ん

過す

ぐ

　
　
多お

お

め
の
塩し

お

を
今こ

と
し年
も
擦す

り
込こ

む	
丸
山
　
直
子

若わ
か

葉ば

し
て
和わ

上じ
ょ
う

の
御お

ん

目め

拭ぬ
ぐ

ひ
た
し
と

　
　
詠よ

み
に
し
ひ
と
の
や
さ
し
さ
思
ふ
（「
唐
招
提
寺
」
鑑
真
像
）	

小
野
寺
　
恒
代

若わ
か

き
父ち

ち

が
木き

槌づ
ち

に
打う

ち
し
稲い

な
わ
ら藁
を

　
　
わ
が
手て

に
取と

れ
ば
柔や

わ

ら
か
か
り
き	

樋
口
　
康
子

孫ま
ご

子こ

ら
が
米べ

い
じ
ゅ寿
の
吾わ

れ

に
贈お

く

り
来き

ぬ

　
　
シ
ル
バ
ー
カ
ー
で
健す

こ

や
か
な
れ
と	

内
山
　
キ
ク

二に

十じ
ゅ
う

年ね
ん
ま
え前
に
貰も

ら

ひ
し
伊い

ま

り

万
里
焼や

き

　
　
指ゆ

び

に
馴な

じ染
み
て
お
茶ち

ゃ

を
楽た

の

し
む	

麻
績
　
初
恵

「
寝ね

た
き
り
」
の
言こ

と

葉ば

に
怯お

び

え
暮く

ら

ら
し
つ
つ

　
　
介か

い

護ご

の
夫つ

ま

に
日ひ

び日
感か

ん
し
ゃ謝
せ
り	

滝
沢
　
勝
枝

置お

き
忘わ

す

れ
の
財さ

い

布ふ

探さ
が

し
て
玄げ

ん
か
ん関
に

　
　
集し

ゅ
う

金き
ん

人に
ん

を
し
ば
ら
く
待ま

た
す	

風
巻
　
京
子

行ゆ

き
行ゆ

け
ど
グ
ミ
原は

ら

な
り
し
中な

か

津つ

川が
わ

の

　
　
河か

わ
ら原
の
グ
ミ
は
総す

べ

て
失う

せ
た
り	

月
岡
　
ヨ
リ
エ

固か
た

ま
り
し
塩し

お
ほ
ぐ解
し
つ
つ
菜な

を
茹ゆ

で
る

　
　
逝ゆ

き
た
る
夫つ

ま

を
偲し

の

ぶ
夕ゆ

う

暮ぐ

れ	

鈴
木
　
綾
子

い
つ
せ
い
に
磯い

そ

を
飛と

び
立た

つ
群む

れ

鷗か
も
め

　
　
風か

ぜ

に
う
ね
り
て
白し

ろ

く
流な

が

る
る
（
知
床
ウ
ト
ロ
）	

萩
原
　
光
之

長
生
学
園

夕ゆ
ふ

暮ぐ

れ
の
厨く

り
や

に
立た

て
ば
蛙か

へ
る

ら
の

　
　
合が

っ

唱し
ょ
う

始は
じ

ま
り
一ひ

と
と
き
に
ぎ

時
賑
は
ふ	

柳
沢
　
チ
ヨ

夕ゆ
う

暮ぐ

れ
に
東ひ

が
し

の
空そ

ら

よ
り
ま
ん
丸ま

る

の

　
　
月つ

き

昇の
ぼ

り
き
て
明あ

す日
も
晴は

れ
や
ら	

富
沢
　
キ
ミ

蕗ふ
き

の
と
う
川か

わ

辺べ

に
あ
る
を
無む

り理
に
採と

り

　
　
強つ

よ

き
香か

お

り
も
手し

中ち
ゅ
う

に
入い

れ
り	

板
場
　
寛

洗せ
ん
た
く濯
機き

で
男だ

ん

児じ

死し

亡ぼ
う

の
記き

じ事
横よ

こ

の

　
　
コ
ボ
ち
ゃ
ん
読よ

み
て
泣な

き
笑わ

ら

ひ
す
る	

島
田
　
眞
之

個
人

か
っ
ぱ
ず
し
施し

設せ
つ

の
人ひ

と

と
共と

も

に
行い

く

　
　
御お

な
か腹
一い

っ
ぱ
い杯
食は

み

て
嬉う

れ

し
く	

清
水
　
貞
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
七
月
）

一い
っ
ぽ
ん本
の
畦あ

ぜ

千せ
ん
ぼ
ん本
の
つ
く
し
ん
ぼ	

酔
　
花

置も
の
お
き物
の
や
う
に
正せ

い

座ざ

す
母は

は

の
日ひ

は	

千
年
雄

亡な

き
母は

は

の
名な

前ま
え

見み

つ
け
し
白し

ろ

日ひ

傘が
さ	

守
　
人

駆か

け
た
が
る
犬い

ぬ

を
引ひ

き
寄よ

す
若わ

か

葉ば

風か
ぜ	

妙
　

畦あ
ぜ

に
来き

て
両り

ょ
う

手て

を
突つ

き
ぬ
田た

草ぐ
さ

取と
り	

房
　
良

村む
ら
い
ち一
の
大た

い
じ
ゅ樹
の
桐き

り

の
花は

な
ざ
か盛
り	

芳
　
司

湯ゆ

疲づ
か

れ
を
夏な

つ

鶯う
ぐ
い
す

に
癒い

や

さ
る
る	

東
　
川

明あ

す

う

日
植
う
る
田た

に
お
よ
ぐ
も
の
潜も

ぐ

る
も
の	

千
年
雄

人ひ
と

気け

無な

き
休き

ゅ
う

日じ
つ

明あ

け
の
植う

え

田た

か
な	

壽
　
子

心こ
こ
ろ

か
ら
話は

な

せ
る
友と

も

と
端は

し

居い

か
な	

貞
　

涼す
ず
か
ぜ風
を
通と

お

す
病び

ょ
う

室し
つ

開あ

け
放は

な

ち	

兎
　
月

間ま

じ

き

仕
切
り
の
障し

ょ
う

子じ

は
ず
し
て
安あ

ん
み
ん眠
す	

冬
詩
子

雄ゆ
う
だ
い大
な
雪せ

っ
け
い
な
が

渓
眺
め
仲な

か
な
お直
り	

渡
　
舟

緑り
ょ
く

陰い
ん

や
坐ざ

し
て
見み

あ上
ぐ
る
樟く

す
た
い
じ
ゅ

大
樹	

れ
い
子
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子
ど
も
の
生
活
を

見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う

左
に
掲
載
し
た
の
は
、
教
育
委
員
会
が
中
心

で
進
め
て
い
る
「
育
ネ
ッ
ト
つ
な
ん
」（「
強
く

て
や
さ
し
い
子
」
を
育
て
る
津
南
町
教
育
関
係

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
）
の
今
年
度
の
共
通
実
践

事
項
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
「
生
き
る
力
」
を
育
む
た
め

に
家
庭
、
地
域
、
保
育
園
、
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
担
い
な
が
ら
、
様
々
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、町
で
は
、食
育
の
推
進
の
取
組
と
し
て

〇
ま
ん
ま
は
３
食
！
早
寝
！
早
起
き
！
朝
ご
は
ん

〇
い
た
だ
き
ま
す
、
ご
ち
そ
う
さ
ま
、
家
族
み

ん
な
で
マ
ナ
ー
と
あ
い
さ
つ

〇
作
ろ
う
！
食
べ
よ
う
！
地
産
地
消
が
根
づ
く
町

こ
の
３
つ
の
重
点
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
生
活
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

 

考
え
て
み
ま
し
ょ
う

平
成
25
年
の
調
査
で
は
、
就
寝
時
間
に
つ
い

て
は
、
午
後
10
時
以
降
は
保
育
園
児
で
は
ほ
と

ん
ど
い
な
く
、
小
学
生
で
は
学
年
が
上
が
る
と

寝
る
時
刻
も
だ
ん
だ
ん
遅
く
な
る
傾
向
が
あ
り

ま
し
た
。

全
国
の
幼
児
の
生
活
実
態
調
査
で
は
平
成
19

年
春
季
の
保
育
園
児
の
就
寝
時
刻
は
平
均
で
午

後
９
時
51
分
で
、
午
後
10
時
以
降
に
就
寝
す
る

幼
児
は
、
平
成
10
年
に
は
40
％
を
占
め
た
と
言

う
調
査
結
果
も
あ
り
ま
す
。
睡
眠
時
間
も
保
育

園
児
の
場
合
、
９
時
間
19
分
と
短
か
っ
た
と
い

う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

睡
眠
の
リ
ズ
ム
が
ず
れ
る
と
心
身
の

健
康
を
損
な
う
こ
と
が
あ
り
ま
す

睡
眠
時
間
が
短
い
子
ど
も
は
、
翌
日
に
精
神

的
な
疲
労
症
状
を
訴
え
る
こ
と
が
多
く
、
元
気

さ
を
発
揮
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
ま
す
。

夜
間
、
テ
レ
ビ
に
見
入
っ
た
り
、
保
護
者
の

乱
れ
た
生
活
の
影
響
を
受
け
た
り
し
た
子
ど
も

た
ち
は
、
睡
眠
の
リ
ズ
ム
が
遅
い
ほ
う
に
ず
れ
、

心
身
の
健
康
を
損
な
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
は
、
夜
眠
っ
て
い
る
間
に
、
脳
内
の

温
度
を
下
げ
て
身
体
を
休
め
る
ホ
ル
モ
ン
「
メ

ラ
ト
ニ
ン
」
や
、
成
長
と
細
胞
の
新
生
を
助
け

る
成
長
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
る
の
で
す
が
、

生
体
リ
ズ
ム
が
狂
い
を
生
じ
る
と
、
ホ
ル
モ
ン

の
分
泌
状
態
が
悪
く
な
り
、
様
々
な
生
活
上
の

問
題
が
現
れ
て
き
ま
す
。
た
と
え
ば
「
日
中
活

動
に
元
気
が
な
い
」「
昼
寝
の
時
に
眠
れ
な
い
」

「
夜
は
眠
れ
ず
、
み
ん
な
が
寝
る
こ
ろ
元
気
に

な
る
」「
休
み
明
け
に
な
る
と
、
ど
こ
と
な
く

不
調
だ
」
な
ど
で
す
。

生
活
が
遅
寝
遅
起
き
で
夜
型
化
し
、
生
体
リ

ズ
ム
が
狂
い
を
生
じ
る
と
、
体
温
リ
ズ
ム
が
普

通
よ
り
３
～
４
時
間
後
ろ
へ
ず
れ
込
ん
だ
リ
ズ

ム
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
朝

眠
っ
て
い
る
と
き
の
低
い
体
温
で
活
動
を
開
始

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ

ア
ッ
プ
の
で
き
て
い
な
い
状
態
で
身
体
が
目
覚

め
な
い
た
め
、
動
き
は
鈍
く
な
り
ま
す
。
逆
に
、

夜
に
な
っ
て
も
体
温
が
高
い
た
め
、
な
か
な
か

寝
つ
け
な
い
と
い
う
悪
循
環
が
生
じ
て
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
低
体
温
や
高
体
温
と
い
う
体
温
異
常

の
問
題
も
現
れ
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
自
律
神

経
に
よ
る
体
温
調
節
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
な

い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
家
庭
で

　
　
　
　

で
き
る
こ
と
か
ら

早
寝
早
起
き
で
睡
眠
の
リ
ズ
ム
を
整
え
、
き

ち
ん
と
朝
食
を
食
べ
て
、身
体
を
動
か
せ
ば（
歩

く
、
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
や
運
動
遊
び
）、
体
温

は
お
の
ず
と
高
ま
り
ま
す
。
そ
れ
が
子
ど
も
た

ち
の
心
身
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が

り
、
そ
の
後
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
積
極
的
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
家
庭
で
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て

み
ま
し
ょ
う
。

平成27年度「子育て
・教育に関する共通

実践事項」

家庭・保育園・学校の
共通実践事項

Ⅰ「早寝・早起き・朝ごはん」運動を推進する

①毎月 19 日を「育の日」（イクの日）として子育て・教

育に関する実践と支援の強化を図る。

②食育とメディアコントロールを中核にした取組みを工夫す

る。（ノーメディアデー、親子で学ぶネットモラル等）

Ⅱ毎月 10 日を「あいさつの日」として

　あいさつ運動を推進する

①保育園と小学校、小学校と中学校間の連携を工夫する。

②町ぐるみのあいさつ運動を展開するために組織間の連

携を工夫する。

Ⅲ郷土に誇りを持ち、家庭や地域のために行動する

　活動を推進する

①「家庭や地域の一員として役割を果たす子ども」を目指し、

学校・家庭・地域のために行動する活動を工夫する。

②キャリア教育とジオパーク関連活動をつなぐ取組みを

工夫する。
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財
宝
と
福
徳
の
如
意
輪
観
音

墓
地
な
ど
で
よ
く
見
か
け
る
石
仏
に
、
右み
ぎ
ひ
ざ膝

を
立
て
、
頬ほ
ほ
づ
え杖

を
し
た
座
像
が
あ
り
ま
す
。
と

て
も
分
り
や
す
い
石
仏
で
す
。
こ
れ
が
ほ
ぼ
間

違
い
な
く
如に
ょ

意い

輪り
ん
か
ん
の
ん

観
音
で
す
。

私
は
、
上
記
の
ほ
か
に
、
し
っ
か
り
見
届
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が
い
く
つ
か
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
宝
冠
を
か
ぶ
っ
て
い
る
か
、
胸

の
前
に
宝ほ
う

珠じ
ゅ

（
如に
ょ

意い

宝ほ
う
じ
ゅ珠

）
を
持
っ
て
い
る
か
、

法ほ
う

輪り
ん

は
あ
る
か
、
腕
は
四よ
ん

臂ぴ

か
六
臂
か
な
ど
と

刻
印
さ
れ
た
も
の
を
探
り
ま
す
。
仏
像
は
勿
論

で
す
が
、
石
仏
は
刻
印
さ
れ
た
も
の
す
べ
て
が
、

い
ろ
い
ろ
と
物
語
っ
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
一
つ

で
も
見
つ
け
、
分
か
る
と
、
石
仏
と
対
話
で
き

た
よ
う
に
思
え
て
、
喜
び
が
広
が
り
ま
す
。

如
意
輪
観
音
は
、
聖し
ょ
う

観か
ん
の
ん音
が
人
々
を
救
う
た

め
に
、
姿
を
変
え
た
観
音
菩
薩
で
す
。
如
意
輪

観
音
の
名
は「
如
意
宝
珠
と
法
輪
を
持
つ
観
音
」

と
言
う
意
味
を
表
し
て
い
ま
す
。
如
意
宝
珠
は

人
々
の
願
い
を
意
の
如
く
に
か
な
え
、
財
宝
に

高
め
る
不
思
議
な
宝
の
珠
で
す
。
法
輪
は
仏
の

知
恵
を
こ
の
世
に
広
め
て
、
人
々
を
救
う
こ
と

を
表
し
ま
す
。

如
意
輪
観
音
は
、
い
ろ
い
ろ
な
姿
で
像
に
つ

く
ら
れ
た
り
、
絵
に
描
か
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

京
都
旅
行
で
博
物
館
に
飾
ら
れ
て
い
た
掛
け
軸

の
如
意
輪
観
音
の
姿
は
金
色
に
彩
ら
れ
、
観
音

で
あ
る
こ
と
を
示
す
阿あ

弥み

陀だ

如に
ょ
ら
い来
の
化け

仏ぶ
つ

を
正

面
に
配
し
た
宝
冠
を
か
ぶ
っ
て
い
ま
し
た
。
衣

は
左
肩
か
ら
右
下
方
に
流
し
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
右
膝
を
た
て
て
、
両
足
の
裏
を
合
わ
せ

た
ユ
ニ
ー
ク
な
ポ
ー
ズ
で
蓮
華
座
に
座
っ
て
い

ま
し
た
。（
輪り
ん

王の
う

座ざ

と
い
う
）

ま
た
、『
土
門
拳
全
集
』
古
寺
巡
礼
に
紹
介

さ
れ
て
い
る
京
都
・
醍
醐
寺
の
如
意
輪
観
音
坐

像
は
輪
王
座
と
い
う
姿
勢
で
蓮
華
座
に
座
っ
て

い
ま
す
。
京
都
旅
行
で
実
物
に
対
面
し
た
私
は
、

官
能
的
な
姿
に
、
し
ば
し
そ
の
場
を
離
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

石
仏
で
は
、
舟ふ
な

型が
た

光こ
う

背は
い

に
浮
き
彫
り
で
表
現

さ
れ
た
り
、
丸
彫
り
で
あ
っ
た
り
、
文
字
で
如

意
輪
観
音
と
刻
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
隣
県

の
石
仏
探
訪
に
参
加
し
て
も
津
南
町
の
如
意
輪

観
音
の
像
と
大
差
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
津
南
町
の
如
意
輪
観
音
は
、
六

臂
（
六
本
の
腕
）
の
像
で
座
っ
て
い
る
姿
が
、

如
意
輪
観
音
の
代
表
的
な
像
だ
と
い
わ
れ
る
と

思
い
ま
す
。

し
か
し
、
長
い
時
間
、
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
、

細
部
が
摩
滅
し
て
し
ま
っ
て
造ぞ
う

立り
ゅ
う

当
初
の
姿
を

想
像
す
る
事
し
か
で
き
な
い
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、

六
臂
像
の
持
ち
物
や
特
徴
な
ど
、
正
確
に
知
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
が
残
念
で
す
。

さ
ぁ
！
は
じ
め
ま
し
ょ
う
!!

 津南町　芦ヶ崎

丸彫り如意輪観音坐像

　

い
よ
い
よ
夏
本
番
で
す
。
夏
と
い
え
ば
海
や

川
に
行
っ
た
り
、
花
火
を
見
に
行
っ
た
り
そ
れ

ぞ
れ
夏
を
楽
し
む
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
暑
い
夏
に
、
体
を
動
か
し
て
汗
を
か

き
、
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
運
動
は
、
体
力
の
維
持
向
上
や
ス
ト
レ
ス

発
散
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
Ｔ
ａ
ｐ
の
２
つ
の
教
室
を
紹

介
し
ま
す
。
暑
さ
に
負
け
ず
、
健
康
の
た
め
に

運
動
し
ま
し
ょ
う
。

健康のために筋力トレーニングも欠かせません。 笑いが絶えず、みなさん卓球を楽しんでいます。

エアロビクス 卓球

日　程 月曜日 10：30 ～ 11：30
月曜日 19：00 ～ 20：00

月曜日 20：00 ～ 21：30
水曜日 13：30 ～ 15：30
金曜日 　9：30 ～ 11：30

会　場 町総合センター職業指導室 町総合センター 体育館

対　象 どなたでも参加可能

料　金 会員 400 円　一般 700 円 会員 200 円　一般 500 円

内　容
音楽に合わせて楽しく体を動か
し、筋トレとストレッチで健康
な身体つくりをします。

通常の球より大きな、ラージボー
ルを使って、ラリーやダブルス
の試合をします。

問合せ Ｔａｐ事務局 ℡ 025-765-5776（町総合センター内）

津
南
石
造
物
散
歩

つ
ま
り
石
仏
の
会

文
責 

桑
原
和
位

218
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み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
今
月
号
か
ら
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
連
載
コ
ー
ナ
ー
を
い
た

だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
結
東
、
三
箇
、

上
郷
を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
「
３
人
娘
」
が
、

津
南
で
発
見
し
た
「
す
て
き
」、「
ふ
し
ぎ
」
を

月
替
わ
り
で
お
伝
え
し
ま
す
。

　

初
回
は
私
、
手
島
で
す
。
津
南
に
来
て
の
初

仕
事
は
、
あ
い
さ
つ
ま
わ
り
で
し
た
。
自
己
紹

介
の
チ
ラ
シ
を
持
っ
て
家
々
を
訪
ね
ま
す
。「
た

ま
に
こ
う
し
て
地
域
を
歩
き
ま
す
ん
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」
と
声
を
か
け
る
と
、

何
人
か
の
人
が
こ
う
返
し
て
く
れ
ま
し
た
。
→

「
な
じ
ょ
も
」

　

初
め
て
聞
い
た
と
き
、
お
ま
じ
な
い
や
唱
え

言
葉
み
た
い
！
と
思
い
ま
し
た
。
ど
ん
な
意
味

な
の
か
、
ま
だ
は
っ
き
り
と
わ
か
ら
な
い
の
で

す
が
、「
大
丈
夫
だ
よ
」
と
肩
を
ポ
ン
ポ
ン
と

さ
れ
た
よ
う
な
、
ホ
ッ
ト
な
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。
津
南
の
言
葉
は
、「
な
ま
り
」
や
「
い

い
ま
わ
し
」
だ
け
で
な
い
、
ひ
び
き
そ
の
も
の

に
独
特
の
温
度
感
が
あ
る
な
あ
と
思
い
ま
す
。

今
日
も
、
地
域
を
歩
き
、
み
な
さ
ん
の
言
葉
に

に
ん
ま
り
、
じ
ん
わ
り
し
て
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

　

近
年
、
都
市
住
民
の

特
に
若
い
世
代
で
田
舎

に
対
す
る
関
心
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
昨
年

８
月
に
内
閣
府
が
発
表

し
た
調
査
に
よ
る
と
田

舎
定
住
願
望
が
あ
る
若

者
は
４
割
近
く
に
の
ぼ

る
の
だ
と
か
。
そ
ん
な
彼
ら
に
む
け
て
津
南

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
ん
だ
ろ
う
？

　

と
い
う
こ
と
で
、
津
南
の
情
報
発
信
を
官

民
協
働
で
考
え
る
つ
な
Ｇ
Ｏ
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
公
募
で
集
ま
っ
た

町
民
と
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
役
場
職
員
が

集
ま
っ
た
「
み
ん
な
で
編
集
会
議
」
で
小
冊

子
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

小
冊
子
を
つ
く
る
際
に
大
事
な
の
は
テ
ー

マ
。
津
南
の
魅
力
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
そ
の

魅
力
は
ど
う
や
っ
た
ら
伝
わ
る
ん
だ
ろ
う
？

と
い
っ
た
根
っ
こ
の
部
分
を
、
み
ん
な
で
話

し
合
っ
て
決
め 

た
テ
ー
マ
は「
米
」で
し
た
。

米
は
食
文
化
の
中
心
で
あ
り
、
津
南
の
お
い

し
い
お
米
は
住
民
の
誇
り
。
そ
ん
な
米
を
通

し
て
、
津
南
の
良
さ
を
伝
え
る
企
画
を
、
専

門
家
に
ア
ド
バ
イ
ス
を 

も
ら
い
な
が
ら
い

ろ
い
ろ
と
構
想
中
で
す
。
小
冊
子
の
出
来
上

が
り
は
秋
の
予
定
。
お
楽
し
み
に
！

つなGO! プロジェクトのフェイスブックページもあります。みんなで編集会議
の様子も随時アップしていますので、いいね！をよろしくお願いします！
https://www.facebook.com/tsunagotsunan

TSUNAN
みんなで

編集会議
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ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！
メンバー募集中

しあわせ♡応援隊から

を込めて
愛

最
近
若
い
人
た
ち
か
ら
は
、「
結
婚
は
で
き

な
い
か
も
」と
の
声
を
聞
き
ま
す
。ど
う
し
て
な

の
か
な
？
と
理
由
を
聞
い
て
み
る
と
、な
る
ほ

ど
と
納
得
す
る
部
分
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
世
代
、世
代
で
共
通
の
悩
み
や
抱
え
る
不

安
や
心
配
ご
と
は
あ
り
ま
す
。ま
た
そ
れ
を
、否

定
す
る
の
で
は
な
く
、共
感
し
、寄
り
添
う
こ
と

も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
、同
時
に
思
っ
た
こ
と
は
、

結
婚
は
周
り
の
イ
メ
ー
ジ
に
と
ら
わ
れ
な
く
て

も
い
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。多
分

（
こ
れ
は
、希
望
で
も
あ
り
ま
す
が
）、そ
の
人

た
ち
に
そ
れ
ぞ
れ
あ
っ
た
人
生
の
歩
み
方
が
あ

る
よ
う
に
、結
婚
も
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
っ
た
成
り
立

ち
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
か
ら
で
す
。

共
感
す
る
思
い
と

と
ら
わ
れ
す
ぎ
な
い
想
像
力
で

〜
出
会
い
を
応
援
〜

な
ぜ
か
と
い
う
と
、自
分
自
身
の
こ
と
を
振

り
返
っ
て
考
え
て
み
た
と
き
に
、悩
み
、あ
れ
こ

れ
と
模
索
し
、手
探
り
の
な
か
で
そ
の
都
度
選

択
し
、パ
ー
ト
ナ
ー
や
多
く
の
方
々
の
助
け
を
か

り
、こ
こ
ま
で
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
な
か
意
外
と
、思
っ
て
も
み
な
か
っ
た

こ
と
、考
え
て
も
み
な
か
っ
た
こ
と
、マ
イ
ナ
ス
に

思
え
る
こ
と
こ
そ
、大
切
で
、肥
や
し
で
あ
っ
た

と
振
り
返
ら
れ
る
こ
と
が
実
に
多
い
の
で
す
。

で
も
、愚
痴
は
こ
ぼ
し
た
っ
て
い
い
の
で
す
。辛

い
と
き
は
辛
い
と
言
っ
て
い
い
の
で
す
。

ま
た
、な
か
に
は
結
婚
は
一生
に
一度
だ
か
ら
こ

そ
パ
ー
ト
ナ
ー
は
自
分
に
合
う
人
と・・・
と
慎

重
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
確
か
に
、慎
重
に
な

る
気
持
ち
に
同
感
し
ま
す
。そ
の
気
持
ち
も
大

切
に
し
つ
つ
、「
ま
ず
は
友
だ
ち
か
ら
」と
い
う

気
持
ち
も
持
っ
て
し
あ
わ
せ
♡
応
援
隊
の
企
画

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？独

身
の
皆
さ
ん
、参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
つ

な
が
り
の
そ
の
ま
た
つ
な
が
り
で
新
し
い
出
会

い
が
待
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。ま
ず
は

一
歩
踏
み
出
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
、思
っ
て
い

ま
す
。

次
回
イ
ベ
ン
ト
は
、９
月
か
10
月
頃
を
予
定
し

て
い
ま
す
。独
身
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
津
南
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
ち
ら
も

ご
覧
く
だ
さ
い
。

し
あ
わ
せ
♡
応
援
隊　
　
　
　
　
　
　

根
津　

サ
ヨ
子　
（
正
面
）

■お問い合わせ
　ジオパーク推進室（なじょもん）　℡765ー 1600

　

山
号
は
「
金き
ん

玉ぎ
ょ
く

山ざ
ん

正し
ょ
う

宝ほ
う

院い
ん

」
と
言
い
、
本
山

は
比ひ

叡え
い

山ざ
ん

延え
ん

暦り
ゃ
く

寺じ

、
天
台
宗
の
お
寺
で
す
。
平

家
の
守
護
神
で
あ
る
不
動
明
王
が
祀
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
通
称
「
見
玉
不
動
尊
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

ジ
オ
サ
イ
ト
№
15

「
見
玉
不
動
尊
と
仁
王
門
」

昔は、仁王様めがけて沢で濡
らした紙を、自分の病やケガ
を治したいところと同じ箇所
に投げつけ、貼り付くとその
病やケガが良くなると言われ
ていたんだよ。

　

こ
の
不
動
尊
は
、
約
８
３
０
年
前
、
壇だ
ん

ノの

浦う
ら

の
戦
い
に
敗
れ
た
平
清
盛
の
臣
下
、
宮
本
清

左
ェ
門
が
安
置
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

昔
か
ら
眼
病
に
ご
利
益
が
あ
る
と
さ
れ
、
遠

方
か
ら
も
参
拝
者
が
訪
れ
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
、
鈴
木
牧
之
が
滞
在
し
、
当

時
の
様
子
を
描
き
残
し
て
い
ま
す
。
そ
の
記
録

に
よ
る
と
、
街
道
か
ら
山
門
ま
で
が
遠
く
、
当

時
は
街
道
が
中
津
川
沿
い
に
あ
っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。

芦ヶ崎小学校２年　鈴木煌
こうゆう

悠さん・涌井永
えい

太
た

さん



戸 籍 の 窓

柳村　光紀さん（仙台市）
佐藤　綾香さん（正面） ｝
内山　翔さん（正面）
大津　智里さん（十日町市）｝
斎喜　翔太さん（陣場下）
口　いずみさん（城原） ｝

N
ajom

on Inform
ation

■人口10,272（1）　男5,005（−3）　女5,267（4）

■世帯数3,589（1）　■転入／ 11　■転出／ 10　■出生／ 6　■死亡／ 6　■婚姻／ 4 ７月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

●日本ジオパーク認定記念・町制60周年
　関連事業
　さわって楽しむジオパーク　バリアフリーの視点
　会　期／ 7月18日㈯～ 8月23日㈰
　入場料／無料
　本展は、苗場山麓の岩石・化石、

土器、民具などを見て、触って、楽

しく知っていただくものです。水

槽や触れるビオトープ（生物のす

みか）もあり、苗場山麓の豊な自然

を体感いただけます。

<ワークショップ>　
　「風穴を感じよう」　※要予約

　　日時／８月１日㈯　10：00 ～ 12：00
　　料金／無料　
　　　山伏山の風穴へ出かけます。天然の冷蔵庫を肌で感じてみましょう。

　「粘土に触る」＋展示説明　※要予約

　　日時／８月１日㈯・８月８日㈯　13：30 ～ 15：30
　　料金／ 無料
　　　津南産の粘土をこねて、縄文人が土器づくりに使っていた道具で模様をつ

けます。本物の土器の模様と触り比べてみましょう。

　※障碍者の方も楽しめる体験を目指しています。ぜひご参加ください。

●なじょもん盆踊り
　日時／８月14日㈮　19:00 ～ 21:00
　津南の伝統の盆踊り「からす踊り」を、生唄

に合わせ踊りましょう♪

　屋台や“からこまき”、火焔太鼓の演奏など

があります。

　浴衣または中学生以下の来場者には、プレ

ゼントをご用意しています。

　皆さまのお越しをお待ちしています。

●今年はネマキング
　毎年8月中旬に満開を迎えるなじょもんの

ヒマワリ畑ですが、今年はネマキングを育て

ています。ネマキングの開花は、9月中旬を

予定しています。キレイな黄色い花が一面に

咲きますので、その頃にも是非お越しくださ

い。

※夏休みの体験日程は、お配りした「なじょもん　がむしゃら塾」チラシ、またはホーム

ページ（http://www.najomon.com）でご確認ください。

昨年の盆踊りの様子

ネマキング

信濃川支流に生息するアブラハヤ

　

今
年
で
６
回
目
を
数

え
る
大
地
の
芸
術
祭
。

そ
の
全
て
を
紹
介
し
き
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、取
材
を
と
お
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落

で
作
品
作
り
を
手
伝
う
か
た
が
多
い
こ
と

に
驚
き
ま
し
た
。自
然
の
中
に
集
落
が
あ

り
、自
然
の
中
に
人
が
い
て
、自
然
の
中
に

芸
術
が
あ
る
。こ
の
里
山
は
、そ
こ
で
育
っ

た
人
も
含
め
て
、「
大
地
が
芸
術
」で
す
。

宮澤　朋
もと

希
き

（卯之木） 拓也さん
 知晴さん

島田　実
み ゆ

侑（割野） 慎一さん
 奈津美さん

中澤　詩
し

音
おん

（源内山） 寛人さん
 友香さん

髙橋　梨
り こ

娘（大割野） 敬人さん
 みきさん

齋藤　ハル	 （95歳・大割野）

髙橋　國夫	 （79歳・大割野）

中澤　ハツ	 （91歳・中深見）

桑原　時治	 （92歳・陣場下）

瀧澤　和子	 （69歳・外丸）

小林　ツガ	 （94歳・陣場下）

髙波　マス	 （93歳・穴山）

行政区名変更のお知らせ
　「卯ノ木」集落については、 
平成27年４月より「卯之木」へ
行政区名が変更になりました。

町では津南音声訳の会さんに広報つなんの音声訳を委託しています。お聞きになりたいかたは
ホームページをご覧いただくか、詳しくは総務課（℡765-3112）までお問い合わせください。
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この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真　
普
段
通
る
道
も
、見
慣
れ
て
い
る
光
景
も
、こ
う
や
っ
て

山
の
上
か
ら
一
望
に
収
め
て
み
る
と
、う
ん
。な
ん
だ
か
い
い
か
ん
じ
。昼
は
圧
巻
の

セ
ル
ダ
ム
。夜
は
、土
砂
流
出
の
か
た
ち
が
、黄
色
い
ポ
ー
ル
に
付
い
て
い
る
ラ
イ
ト

に
よ
っ
て
真
っ
暗
な
場
所
に
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。静
か
で
素
敵
な
場
所
で
す
よ
。


